
層
鳶
鼻
官
一
号

＼

＼

i
)
l
朝
町
災
害
市
有
芸
文
瀞
及
び
次
善
壌
麓
資
金
の
貸
付
け
紅
顔
す
る
粂
鰍
の

設
定
に
つ
い
て

＼

k

/

次
冨
雷
三
執
芙
蓉
市
-
-
給
及
-
辛
-
孝
金
-
付
雷
撃
凌
例
芸
等
･

き
吉
つ
い
て
'
警
-
警
鞄
讐
十
蒙
溝
簿
薦
-
-
)
莞
雲
集
竺
賓
の
賢
/

妃
よ
り
､
本
散
会
の
,
蘇
衆
を
求
め
る
｡

㌔

昭
和
由
十
九
年
九
月
二
十
四
日

i
 
T

.′･(

ノ

　

　

､

　

L

メ

-
童
蕃
好

男
竃
馨
九
月
冶
金
蔵
専
守
東

i

･
′
≠

｢

聴

.

村

　

　

落

　

　

鼠

､

加

～

重
新
町
親
会
報
濃
牧
田
液
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T

三
朝
町
条
例
集

号

三
朝
町
災
脊
弔
意
金
の
支
給
及
び
災
尊
嬢
練
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例

集

i

J

章

　

　

魚

　

　

胤

(

日

的

)

弟
}
姦
　
こ
の
壌
＼
例
は
･
災
善
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
瞥
政
策
資
金
の
貸
付
け
把
的
す
る
法
律
(
鞄
和

田
十
八
年
替
律
第
八
十
二
号
｡
以
ノ
下
r
韓
｣
と
い
-
｡
)
及
び
同
法
施
行
令
(
昭
和
四
十
八
年
政
令

＼

第
三
百
七
十
四
号
｡
以
下
r
令
｣
と
い
う
I
)
　
の
魚
定
に
準
拠
し
､
暴
風
'
豪
雨
等
の
自
然
災
専
把

よ
り
死
亡
し
た
町
民
の
遺
族
把
対
す
る
災
革
帯
赦
金
の
支
給
を
行
い
'
並
び
に
自
然
災
専
把
よ
り
被

膏
を
受
け
た
鹿
帯
甲
簸
番
皇
妃
封
す
る
災
害
感
啓
資
金
の
貸
付
け
を
行
い
'
も
っ
て
町
民
の
福
祉
及

び
生
静
の
安
犀
は
資
す
る
A
J
J
と
を
畠
的
と
す
る
｡

(

定

　

熟

)

.

　

　

　

　

　

/

第
二
粂
　
こ
の
集
俄
,
g
お
い
て
､
∵
次
め
各
号
に
掲
げ
る
用
簿
の
定
演
は
'
肴
軒
守
れ
当
鼓
名
号
紅
梅
げ

る

と

こ

ろ

に

よ

る

.

　

　

　

　

　

　

　

､
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1
　
次
善
　
暴
風
'
轟
雨
'
薬
草
､
-
洪
水
.
高
槻
､
地
案
'
津
波
そ
の
他
異
常
な
自
然
東
泉
把
よ
り_

敏
幸
が
生
ず
る
磨
と
を
い
う
｡

こ
　
町
民
　
災
害
把
よ
り
被
者
を
受
け
た
当
時
'
こ
の
町
の
区
竣
内
に
住
所
を
有
し
た
者
を
い
-
｡

東
三
章
一
.
次
善
弔
慰
金

(

災

車

弔

愚

金

の

支

給

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

ヽ

1

ヽ

｢

′

鼻
主
粂
　
町
は
'
町
民
が
令
弟
]
集
に
規
定
す
る
災
専
　
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
｢
災
害
｣
　
と
い

-
｡
}
把
よ
り
死
亡
し
た
と
奮
*
'
そ
の
泰
の
悲
境
に
対
し
､
汲
草
弔
慰
金
の
支
給
を
行
う
も
の
と

す
る
｡

I

{
災
幸
市
愚
金
を
支
給
す
る
遺
族
)

弟
四
条
　
災
草
弔
慰
金
を
支
給
す
る
海
産
の
能
舞
は
'
法
集
三
姦
策
二
項
の
遭
族
Q
範
挺
と
し
､
そ
の

塀
位
は
'
次
に
瀬
げ
る
塀
庁
と
す
右
｡
.
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配

偶

者
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.
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(

i

竜
　
祖
父
母

上
　
前
項
.
9
場
合
は
お
い
て
'
父
母
及
び
祖
父
母
に
つ
い
て
は
､
死
亡
√
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者

〔

妊
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
ヽ
　
又
は
そ
の
者
と
生
計
を
止
も
托
し
た
者
を
先
托
し
､
同
慣
位
の
父
母
にヽ

っ
い
て
は
､
糞
父
母
を
先
に
L
t
契
父
母
を
故
に
し
同
順
位
の
祖
父
.
E
n
に
つ
い
て
は
､
糞
父
母
の
,
父

層
を
先
に
し
.
額
父
母
の
父
母
を
後
略
L
t
父
母
の
糞
父
母
を
先
払
L
t
実
空
母
を
鰍
に
す
る
.

㌔

J
　
遺
族
が
遠
隔
轍
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
事
情
把
よ
り
'
前
二
項
の
規
定
把
よ
り
穀
い
と
き
は
､
前

二
項
の
弟
尭
陀
か
か
わ
ら
ず
'
弟
l
現
の
濃
淡
の
ヶ
ち
'
町
長
が
適
当
と
熟
め
る
者
に
支
給
す
み
こ
､

主
が
で
き
る
｡
_
,

ぷ
　
蔚
三
嘆
の
蟻
者
は
お
い
て
､
災
青
弔
板
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
闘
将
位
の
遭
族
が
土
人
以
上
あ

る
と
き
は
て
そ
の
】
丸
紅
対
し
て
h
r
た
受
給
は
'
金
貞
乾
対
し
な
さ
れ
た
む
め
と
み
な
す
.
　
　
/

(
災
草
弔
意
食
感
執
)

と
卜

爺
五
条
　
災
書
弔
掛
金
の
.
軌
は
､
災
害
把
よ
り
死
亡
し
た
者
一
人
当
り
五
十
万
e
･
と
す
る
｡
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.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

　

　

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

＼

¢

＼

推

､

畢
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.
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･

/

‥

場
妃
い
あ
わ

た
轟
把
ー

い
て
は
'
法

I

.
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叫
l

条
の
最
愛
に
よ
う
も
S
y
と
す
る
｡

(
支
給
の
制
限
)

l

弟
七
粂
　
帯
板
義
肢
､
次
¢
沓
尊
絶
海
蜂
鳥
鳩
容
に
は
支
給
し
な
い
｡

T
　
藻
鞍
死
昏
者
鞄
苑
一
位
が
'
肴
の
考
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
橡
合

〓
　
奇
集
三
森
に
親
愛
す
み
壌
合

l
7
1
,
災
巻
に
廃
し
'
町
溝
の
避
難
の
指
示
把
従
わ
聴
か
っ
た
こ
と
そ
の
他
の
特
別
の
革
鱒
が
あ
る
た

め
､
町
長
が
支
給
を
不
適
当
と
温
め
た
娘
食
∵

(
支
給
の
手
続
)

轟
<
粂
　
町
長
は
'
災
幸
市
恕
金
の
支
給
を
行
う
べ
き
事
由
が
あ
る
と
感
め
る
と
き
は
､
瀧
別
で
受
め

･
る
と
こ
ろ
妃
よ
り
支
給
を
行
う
も
の
と
す
る
｡
.

〆

.
1
　
町
長
は
'
次
善
弔
潜
金
の
受
胎
把
潔
し
遺
族
に
対
し
'
必
薫
な
報
告
又
は
事
薪
の
卓
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
｡

g

t

…

j
J

T

駁

J

　

　

　

野

　

,

若

,

/

舟

　

遥

島
三
幸
　
　
災
善
凄
蕉
男
鹿
の
浪
付
け

一

ヽ

(
潔
車
濃
葦
資
金
の
見
付
け
)

ヽ

'

'
頒
雷
ぜ

∴
E.
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轟

.
･
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∫

ヽ

ヽ

第
九
集
　
町
は
･
や
空
t
l
集
把
絡
げ
る
災
書
紀
よ
り
･
津
第
八
粂
第
t
項
各
号
に
絡
げ
る
被
尊
を
受
け

よ
せ
嘗
富
篭
る
-
章
把
対
し
･
-
､
生
括
霊
て
直
i
把
-
濃
め
･
豊
-
柴
乱

の

発

射

げ

を

行

き

も

噂

と

す

ぞ

-

＼

　

.

･
･
]
　
前
額
嘩
鵜
げ
る
世
帯
は
･
そ
の
節
樽
吃
つ
い
て
法
弟
<
粂
策
l
現
に
泉
定
す
る
事
件
に
戟
当
す
る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

′

ぢ

な

い

｡
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}

(

災

害

壌

謀

賞

金

の

限

度

牧

慧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

第
十
姦
　
災
害
援
護
資
金
の
貸
働
け
限
度
額
は
,
次
の
表
の
上
磯
把
絡
げ
る
災
害
に
よ
T
,
Q
当
該
世
帯
の

被
串
の
睦
奴
敦
び
横
座
の
区
分
に
応
じ
､
/
そ
れ
ぞ
れ
下
櫛
に
鞄
げ
る
顕
と
す
る
｡
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{

#
J
肘
叱
り
い
て
'
改
号
金
額
が
そ
の
価
額
の
お
お
む
ね
三
分

敵
3
以
上
の
挽
音
を
棄
け
た
せ
合
　
　
　
　
一

こ
十
万
円

T
l
 
l
災
害
に
づ
い
て
'
前
項
の
表
の
上
潮
望
遠
上
の
事
由
に
鞍
当
す
る
場
合
妃
お
け
T
?
貸
付
限
度

)

I

額
は
.
J
　
そ
の
災
専
把
係
る
l
世
帯
当
り
､
五
十
万
円
と
す
る
｡

.
'
災
脊
凄
鞍
葉
金
の
併
患
期
陶
は
､
十
年
と
し
､
据
溌
期
佃
は
そ
の
う
ち
三
年
(
令
弟
七
兵
務
二
項

括
弊
馨
の
場
合
.
は
'
五
年
)
　
と
す
る
.

/

l

I
(
利
　
率
)

鼻
十
完
　
雄
幸
捷
錬
緊
急
は
'
轟
龍
期
佃
中
は
無
利
子
と
し
･
,
据
定
鵜
間
経
過
後
は
そ
の
利
率
を
讐

青
の
鎗
合
食
触
さ
轡
冨
パ
ー
七
㌢
ト
と
す
為
･

＼

(
慣
貴
等
)
　
･

弟
十
ェ
集
　
庚
替
凍
護
賞
金
は
'
年
賦
外
港
と
す
る
｡

)

よ
､
･
*
養
分
韓
幣
元
利
均
等
償
還
の
方
法
と
す
る
｡
た
+
a
L
t
費
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
軒
は
･

S
つ
で
も
撫
上
償
遷
せ
す
る
と
と
が
で
き
る
｡

＼

撫
養

∵賢

･
!
,
I
 
･
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蝉
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t

L

F

　

発

議

j
言
免
除
､
保
笑
､
蒜
-
･
違
約
-
び
-
金
の
支
払
-
把
つ
号
は
,
霊
三

条
竺
項
'
令
弟
八
魚
か
ら
弟
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
｡
　
I

(
親
期
へ
の
重
任
)

第
十
三
条
　
こ
の
条
例
の
-
把
陶
し
-
な
事
項
は
/
,
親
嘗
定
め
る
｡

附

　

　

則

こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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J
A
妙
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